
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

子ども朝市「赤井の野菜を食べてけらいん市」 
 

 8 月 5 日(火)第 2 回子ども朝市実行委員会で

は、朝市の準備として、野菜の流通を知るため

に石巻青果へ、そして生産現場を知るためにイ

グナルファームへ行きました。 

まず石巻青果

では、赤井の野

菜がどのように

集められどのく

らい出荷される

のかを見学。さ

らに、石巻地方の食品流通の拠点として、青果

の他に缶詰、菓子、飲物なども扱っているとこ

ろや近隣農家の野菜等の競りを行う小専売場

も見てきました。そして、ここで扱われる赤井

の野菜の取引高、旧矢本町全体ではネギやキュ

ウリが取扱野菜の主であることを学びました。

子ども達から「11月に取り扱われる野菜は何で

すか」と質問をすると、「冬野菜が主流となり、

大根やホウレン草、小松菜などの葉物が多くな

ります。」とのことでした。 

イグナルファ

ームでは、トマト

とキュウリのハ

ウスを見学。11

月の朝市への協

力をお願いしま

した。その頃に収穫できそうな野菜を聞くと、

キュウリ、ミニトマト、イチゴ、の収穫を予定

しているそうです。 

赤井市民センターに戻ってから、まちづくり

会社についてと役員をどうするのかについて

話し合いが行われました。 

8月 18日(月)第 3回実行委員会では、いし

のまき農業協同組合の方から、仕入の方法、フ

ードマイレージや地産地消について、また、11

月に採れる東松島市の野菜について教えて頂

きました。さらに「地域でどんな野菜を作って

いるか、現地を見て歩く、朝市の時だけでなく

何度か農家の方と交流する事も大切」とアドバ

イスも下さいました。子ども達はメモをとりな

がら話を聞き、 

わからない言葉 

があると周囲の 

友達や大人に質 

問するなど、真剣 

に取り組んでいる 

様子が伺えました。 

 この日は大きなポスターも描き、お昼も自分

達で作って食べました。午後は、会社名やロゴ

についての話し合いが行われました。 

 

※次回は「ゆりあげ港朝市」を見学に行きます。 
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私たち復興まちづくり推進員が、東松島市で行っている活動を、市内外の皆様に幅広く知って頂き、    

  共に歩んでいくために、『東松島市復興まちづくり推進員だより』を毎月発行しています。 



●あおい地区井戸端会議 ～公共施設について 
8月 31日(日) 主催：あおい地区まちづくり整備協議会 

 

 午前と午後の 2回開催された井戸端会議に約 80名が集まり、ワークショ 

ップが行われ、私達推進員も記録係と進行係で参加しました。 

 公園や集会所、ごみ集積所、道路や緑化、調整池に関する意見や要望と 

併せて、これら公共施設の維持管理についての意見も出されました。「気軽 

にお茶会などできる集会所がよい」「公園にトイレがないので集会所のトイレ 

を開放してほしい」「集会所に管理人を常駐させる、人件費などを検討する」 

「全ての公園に東屋と水飲み場がほしい」「全員で清掃すれば、住民同士の 

コミュニティも促進する」など…。皆さんの意見はこれからの公共施設計画検討の場に反映されます。 

●野蒜北部丘陵地区災害公営住宅説明会 8月 8日(金)・10日(日) 主催：野蒜北部丘陵振興協議会 
 

 災害公営住宅に入居される方を対象に、野蒜北部丘陵地区の土地計画と 

災害公営住宅の計画について、説明がありました。住戸の設計については、 

これから住民となる皆さんの意見を聞いて部屋の設計をタイプ別に行う。 

また、前回の通知書発行から時間が経過していることから、家庭状況等が 

変わって、住戸のタイプやエリアの変更などを希望している方は 9月中に 

変更受付をしますとのこと。入居が平成 29年からになるので、今回の変更 

受付が最後ではないことも説明がありました。 

市から、現在住んでいる仮設住宅の修繕について、早めに建設課に連絡頂きたいとお願いがありました。 

●ママサロン  8月 29日(金)  主催：東北こんそ 
 

前回学んだ「子どもが喜ぶお弁当づくりのコツについて」の学びを活かし、 

みんなでお弁当を持ち寄り、楽しく食べました。栄養士さんにお弁当を見て 

頂き「学んでいただいたことを実践して頂きうれしい。食材のバランス、 

彩り、量の工夫もあり、愛情のこもったお弁当ですね」と感想を頂きました。 

また、ママ達から「偏食気味な子どもに、サプリメントを与えるのはどう 

なのですか」などの質問があり、「無理に食べさせようとせず、食卓に出して 

家族が美味しそうに食べる様子を目にすることで十分な食育になっている。 

栄養面を考え、細かく切る等して何かに混ぜて食べさせる方法がある。そうすることで今はダメでも大人

になってから食べられるようになる人もいる。ビタミンは、果物などで補えるので食材から栄養をとるこ

とが大切。」とのことでした。 

 ■推進員８月の活動 

  

 

※当法人は東松島市復興まちづくり支援業務

を東松島市より受託しております。 

※ブログに最新の活動を掲載しておりますのでそちらもご覧ください。 

http://hmms0311fm.da-te.jp/ 東松島 復興まちづくり推進員 

〜復興まちづくり推進員事務所のご紹介〜 
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